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設
計

速
度

：
制

動
停

止
視

距
（
以

下
 

視
距
）

と
の
関

連
に

お
け

る
検
討

 

5
月

27
日
に
開
催
し
た
打
合
せ
に
て
、
調
査
団
は
既
存
の

PV
CG
道
路
の
改
良
に
当
た
っ
て
は
、
設
計
速
度

12
0k

m
/h
と
す
る

と
視
距
が
不
足
す
る
の
で
、
設
計
速
度
は

10
0k

m
/h
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
提
案
を
行
っ
た
。
今
回
の
検
討
で
は
視
距
を
確
保

し
つ
つ
、

4
車
線
供
用
時
に
基
本
的
に
設
計
速
度

12
0k

m
/h
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を
検
討
し
た
。
検
討
の
前
提
条
件

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1.
視
距
に
つ
い
て

視
距
と
は
、
自
動
車
運
転
者
が
停
止
を
必
要
と
す
る
状
況
を
知
覚
し
て
か
ら
停
止
す
る
ま
で
に
必
要
な
走
行
距
離
で
あ
り
、
停
止

の
必
要
性
を
認
識
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
停
止
す
る
ま
で
の
距
離
で
あ
る
。

2.
設
計
基
準

( 線
形
・
視
距

) 

望
ま
し
い
値

標
準
値

特
例
値

km
/h

12
0

10
0

m
65

0
1,

00
0

71
0

57
0

46
0

65
0

45
0

m
20

0.
4

20
0

17
0

20
0.

4
16

7

m
12

5
10

0
85

10
0

10
0m
ま
で
緩
和

10
0

%
4

2
-

4
5

%
5,

5
2

-
5.

5
5.

5

縦
断
曲
線
半
径

凸
部

m
12

,0
00

17
,0

00
11

,0
00

9,
50

0
12

,0
00

視
距

と
関

連
6,

00
0

縦
断
曲
線
半
径

凹
部

m
5,

00
0

6,
00

0
4,

00
0

6,
30

0
5,

00
0

視
距

と
関

連
3,

00
0

m
10

0
10

0
-

10
0

85

m
30

0
-

-
14

0
14

0

m
23

0
21

0
25

0
23

0
16

0
停
止
視
距

道
路
構
造
令

縦 断 線 形

最
大
上
り
勾
配

最
大
下
り
勾
配

最
小
縦
断
曲
線
長

縦
断
交
点
間
距
離

ベ
ト
ナ
ム
高
速

道
路
設
計
基
準

TC
V

N
57

29

平 面 線 形設
計
速
度

1
0
0k
m
/
h
時

採
用
基
準
値

12
0

最
小
緩
和
曲
線
長

最
小
曲
線
長

最
小
曲
線
半
径

項
目

単
位

AA
S

H
TO

採
用
基
準

( ベ
ー
ス
は

TC
V

N
57

29
)

備
考

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ラ
ン
プ
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近
の
幾
何
構
造

12
0

10
0

基
準
値

特
例
値

基
準
値

特
例
値

平
面
最
小
曲
線
半
径
（ｍ
）

2,
00
0

1,
5
00

1
,5
00

1
,0
00

凸
型

45
,0
00

23
,0
00

25
,0
00

15
,0
00

凹
型

16
,0
00

12
,0
00

12
,0
00

8,
00
0

最
急
縦
断
勾
配
（
％
）

2
－

2
3

IC
付
近
の
本

線
の
線
形

最
小
縦
断
曲
線
半
径

（
ｍ
）

図
 
現
道
 
横
断
構
成
（

10
0ｋ
ｍ

/ｈ
）

図
 
計
画
 
横
断
構
成
（
設
計
速
度

12
0k

m
/h
）

 
既
存
の

PV
CG
道
路
は
設
計
速
度

10
0k

m
/h
で
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
面
線
形
上
の
最
小
曲
線
半
径

R=
99

5m
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。
設
計
速
度

12
0k

m
/h
の
検
討
を
行
う
た
め
に
、
ベ
ト
ナ
ム
高
速
道
路
設
計
基
準

TC
VN

57
29

:1
99

7
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
以
下
の
緩
和
措
置
を
考
慮
し
た
上
表
に
示
す
基
準
を
採
用
し
た
。

( 採
用
基
準
は
、
日
本
国
道
路
構
造
令
の
標
準
値
を
満
足
し
て
い
る
。

) 

i.
最
小
緩
和
曲
線
長
：
日
本
国
の
道
路
構
造
令
の
標
準
値

10
0m
ま
で
緩
和
す
る
。

ii.
縦
断
交
点
間
距
離
：
以
下
の
理
由
か
ら
距
離
を

14
0m
ま
で
適
用
す
る
。

●
 
少
な
く
と
も
日
本
国
お
よ
び
米
国
に
同
様
な
基
準
が
な
い
こ
と
。

●
 
縦
断
曲
線
半
径
・
曲
線
長
を
満
足
し
て
い
れ
ば
、
視
距
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

●
 
こ
の
緩
和
策
に
よ
り
現
況
の

PV
-C

G
道
路
を
活
用
す
る
際
は
、
必
要
な
オ
ー
バ
ー
レ
イ
舗
装
厚
、
及
び
、
将
来
的
に
沈
下

を
誘
発
す
る
要
因
と
な
る
荷
重
が
軽
減
さ
れ
る
。

3.
縦
断
線
形
検
討
の
条
件

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
、
必
要
オ
ー
バ
ー
レ
イ
厚
そ
の
他
の
条
件
は

TE
D

I 
中
間
報
告
書
で
設
定
し
て
い
る
条
件
と
同
じ
と
し

た
。

4.
検
討
結
果

既
設
道
路
は
、
設
計
速
度

V=
10

0k
m

/h
で
建
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
設
計
速
度

V=
10

0k
m

/h
と
す
る
こ
と
に
は
問
題

が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

PV
-C

G
全
区
間
の
現
道
を
設
計
速
度

V=
12

0k
m

/h
の
高
速
道
路
と
す
る
に
は
、

5
箇
所
の
平
面
線
形

と
3
箇
所
の
縦
断
線
形
を
改
良
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
幅
な
改
良
と
し
て
は
、
構
造
物
の
補
強
や
用
地
買
収
を
必
要
と
す
る
本
線
と

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
改
修
で
あ
る
。

一
方
、
接
続
す
る
カ
ウ
ゼ
ー
ニ
ン
ビ
ン
区
間
が
設
計
速
度

V=
12

0k
m

/h
で
あ
り
、

Ph
ap

Va
n-

Ca
uG

ei
区
間
も
で
き
る
だ
け
走

行
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

検
討
の
結
果
を
次
頁
に
示
す
。
設
計
速
度

V=
12

0k
m

/h
で
の
改
良
が
困
難
で
あ
り
設
計
速
度

V=
10

0k
m

/h
と
せ
ざ
る
得
な
い
箇

所
を
除
い
て
設
計
速
度

V=
12

0k
m

/h
を
適
用
し
た
。
た
だ
し
、
自
動
車
が
安
全
か
つ
快
適
に
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設

計
速
度
の
変
化
に
対
し
て
十
分
配
慮
し
、
設
計
区
間
長
を
確
保
す
る
等
の
安
全
対
策
を
施
す
必
要
が
あ
る
。
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4
車
線

高
速
道
路
化

へ
の
対
応

策
一
覧

表
 

No
 

概
要
 

改
良
方
法
 

評
価
 

計
画

概
要
図
 

評
価

1 
設
計
速
度

12
0k

m
/h

 
適
用
規
準

P1
に
記
載
さ
れ
た
適
用
基
準

改
良
方
針

全
区
間
の
設
計
速
度
を

12
0k

m
/h

と
す
る
た
め
の
改
良
を
行
う

既
設
道
路
が
設
計
速
度

12
0k

m
/h
を
満

た
し
て
い
な
い
箇
所
を
改
良
す
る
。

平
面
線
形
に
関
し
て

5
箇
所
、
縦
断
線
形

に
関
し
て

3
箇
所
を
改
良
す
る
。

・
D

1,
 D

9 ：
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
対
応
し
た
平

面
線
形
へ
の
改
良

・
D

2,
D

10
,D

11
：
視
距
確
保
の
た
め
の
拡
幅

・
A1

,A
2,

A3
：

0.
9m
以
上
嵩
上
げ
の
区
間
の
縦

断
線
形
改
良

（
添
付

1
参
照
）

構
造
物
の
改
良
お
よ
び
大
規
模
な
拡
幅
が
必

要
と
な
る
以
下
の

4
箇
所
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
用
地
取
得
等
の
問
題
が
あ
る
。

・
D

1,
 D

9 ：
大
規
模
な
用
地
取
得
が
必
要

・
D

2 ：
カ
ル
バ
ー
ト
の
延
伸
が
必
要

・
A3
：

Va
n 

D
ie

m
橋
梁
の
補
強
が
必
要

―
：

設
計

速
度

12
0k

m/
h
に

改
良

,
―

：
設
計

速
度

12
0k

m/
h 

―

2 
設
計
速
度

10
0k

m
/h

 &
 1

20
km

/h
 

適
用
規
準

P1
に
記
載
さ
れ
た
適
用
基
準

改
良
方
針

起
点
～
料
金
所
間
、

Th
ou

ng
 T

in
 

IC
付
近
、

Va
n 

D
ie

m
 I

C
付
近
は

V=
10

0k
m

/h
と
し
、
そ
れ
以
外
の

区
間
は
、

V=
12

0k
m

/h
と
す
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
用
地
取
得
等
の
観
点
か

ら
実
現
可
能
性
が
高
い
以
下
の

2
箇
所
を

設
計
速
度

12
0k

m
/h
に
改
良
す
る
。

・
D

11
：
視
距
確
保
の
た
め
の
拡
幅

・
A2
：

1.
6m
の
嵩
上
げ
に
よ
る
縦
断
線
形
改
良

PV
-C

G
全
線
に
わ
た
っ
て
設
計
速
度
を
統
一

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
安
全
性
に
配
慮

し
、

10
0k

m
/h
と

12
0k

m
/h
の
区
間
に
分
け

た
。

  
  

  
  

  
 D

1 
  

  
  

  
  

  
D

2 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
D

9 
  

  
  

  
D

10
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 A
3 

（
延
長
）
 

(8
30

m
)(

1,
06

0m
)(9

25
m

) 
  

 (
7,

90
8m

) 
  

  
(7

76
m

)(6
3m

)(
96

8m
) 

  
  

  
 (

9,
03

5m
) 

  
  

  
 (

60
0m

) 
  

 (
6,

45
0m

) 

（
設
計
速
度
）

---
---

--
---

--
---

--
---

--
---

--
---

---
(1

2,
61

7m
)--

---
---

---
---

--
---

--
--

---
--

---
--

---
--

---
(6

,7
00

m
)--

--
---

---
---

---
(5

,0
00

m
)--

---
---

--
-(4

,3
00

m
)--

--
-

―
：

設
計

速
度

12
0k

m
/h

に
改
良

区
間

―
：

現
況

 P
V-

C
G

10
0k

m
/h

対
応
区

間
―

：
現

況
 P

V-
C

G
 1

20
km

/h
 対

応
区

間

○

3 
設
計
速
度

10
0k

m
/h

 
適
用
規
準

P1
に
記
載
さ
れ
た
適
用
基
準

改
良
方
針

 
縦
断
線
形
の
み
改
良
す
る
。

既
設
道
路
の
線
形
を
使
用
し
、
大
き
な
改

良
は
行
わ
な
い
。

縦
断
交
点
間
距
離
：

14
0 

（
最
小
縦
断
曲
線
半
径
 
凸
 

6,
00

0m
 

凹
 

3,
00

0m
）

主
な
改
良
は
、
縦
断
線
形
で
あ
る
た
め
、
施
工

時
の
工
程
管
理
や
経
済
性
の
面
で
は
優
れ
て

い
る
。

―
：

設
計

速
度

10
0k

m/
h,

―
：
設

計
速

度
12
0
km

/h
 

―
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既
設
道

路
の
設
計
速

度
 

既
設
平

面
線
形
の
設

計
速

度
 

既
設
縦

断
線
形
の
設

計
速

度
 

平
面
図
 

( 困
難

) 
( 困
難

) 
( 困
難

)
( 困
難

)
( 容
易

) 

(困
難

) 
( 比
較
的
容
易

) 
(比
較
的
容
易

)

(改
良
の
実
現
性

) 

( 改
良
の
実
現
性

) 

付録-3
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V=
12

0k
m

/h
と
す
る
た
め
の
対
応
策
の
評
価

縦
断
線
形

(主
た
る
項
目
の
み
 
添
付

-2
 
参
照

) 

N
o.

 
測
点

場
所

現
地
盤
と
計
画
高

と
の
差

 (
m

) 
実
現
性

評
価

(E
) 

A1
 

km
18

2+
90

0 
Va

n 
D

ie
n 
橋
付
近

0.
9 

Va
n 

D
ie

n
橋
部
は
嵩
上
げ
を
お
こ
な
わ
な
い
た
め
、
橋
梁
の
補
修
を
必
要
と
し
な
い
。
道
路
中
心
に
擁
壁
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
部
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
は
、
上
り
線
、
下
り
線
に
分
け
て
施
工
す
る
。

○
 

A2
 

km
19

1+
63

0 
Bo

x 
C

ul
ve

rt 
付
近

1.
6 
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
部
は
嵩
上
げ
を
お
こ
な
わ
な
い
た
め
、
カ
ル
バ
ー
ト
の
補
修
を
必
要
と
し
な
い
。
道
路
中
心
に
擁
壁
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
部
の

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
は
、
上
り
線
、
下
り
線
に
分
け
て
施
工
す
る
。

○
 

A3
 

km
20

4+
20

0 
Va

n 
D

ie
m

 高
架
橋

1.
0 

Va
n 

D
ie

m
橋
の
縦
断
曲
線
は

R
=6

,0
00

m
と
な
っ
て
い
る
た
め

R
=1

2,
00

0m
に
改
良
す
る
必
要
が

あ
る
。

改
良
に
伴
い
、
右
図
に
示
す
よ
う
に
約

40
cm
の
嵩
上
げ
が
必
要
と
な
り
、
橋
梁
の
補
強
も
必
要
と
な
る
。

 
×
 

平
面
線
形

 (
添
付

-3
、
添
付

-4
 
参
照

) 
 

A.
 
視
距
拡
幅
：
必
要
な
視
距
確
保
の
た
め
、
拡
幅
を
行
う
。

 
B

. 
線
形
改
良
：
視
距
拡
幅
を
行
わ
ず
、
視
距
が
確
保
で
き
る
線
形
に
改
良
す
る
。

C
ur

ve
 

N
o.

 
測
点

拡
幅
量

ΔW
(m

) 
影
響
範
囲

L 
(m

) 
実
現
性

 
E 

線
形
改
良
範
囲

改
良
後
の

平
面
曲
線
半
径

R
 (m

) 
既
設
道
路
中
心

と
の
離
隔

(m
) 

実
現
性

E

D
1 

km
18

2+
40

6,
 

R
=1

,1
93

m
 

Ph
ap

 V
an

 IC
 

2.
8 

83
0 
単
路
部
と
し
て
の
視
距
確
保
が
可
能
で
あ
る
が
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
平
面
線
形
を
満
足
で
き
な
い
。

×
km

18
2+

17
7～

km
18

3+
40

5 
L=

1,
22

8m
 

21
00

 
50

 
大
幅
な
用
地
買
収
を
必
要
と
す

る
。

×

D
2 

km
18

4+
34

4,
 

R
=1

,2
05

m
 

3.
2 

92
5 
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
延
伸
が
必
要

×
km

18
4+

02
0～

km
18

5+
40

0 
L=

1,
38

0m
 

21
00

 
40

 
〃

×

D
9 

km
19

3+
10

2,
 R

=9
95

m
 

Th
uo

ng
 T

in
 IC

 
4.

2 
77

6 
単
路
部
と
し
て
の
視
距
確
保
が
可
能
で
あ
る
が
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
平
面
線
形
を
満
足
で
き
な
い
。

×
km

19
1+

26
0 ～

km
19

5+
32

0 
L=

4,
06

3m
 

21
00

 
15

2 
〃

×

D
10

 
km

19
4+

07
3,

 
R

=1
,9

70
m

 
0.

43
 

96
8 
中
央
分
離
帯

2.
0 ｍ
の
中
で
対
応
可
能

○
km

19
1+

26
0～

km
19

5+
32

0 
L=

4,
06

3m
 

21
00

 
15

2 
〃

×

D
11

 
km

19
5+

56
9,

 
R

=1
,9

00
m

 
0.

55
 

61
9 
中
央
分
離
帯

2.
0ｍ
の
中
で
対
応
可
能

○
視
距
拡
幅
で
対
応

-
 

-
 

-
 

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

番
号

 
IC
名
称

実
現
性

評
価

本
線
の
平
面
線
形

本
線
の
縦
断
線
形

変
速
車
線
長

IC
1 

Ph
ap

 V
an

 
本
線
の
平
面
線
形
が
設
計
速
度

V
=1

20
km

/h
の
特
例
値

R
=1

50
0m
と
な
っ
て
い
な
い
。

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。

変
速
車
線
が
未
設
置

×
 

IC
2 

Th
uo

ng
 T

in
 

現
在
の
平
面
線
形
は
住
宅
密
集
地
を
通
過
す
る
た
め

10
0k

m
/h
の
特
例
値

R
=1

00
0m
を
適
用

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
平
面
線
形
を
特
例
値

R
=1

50
0m
に
改
良
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
困

難
で
あ
る
。

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。

変
速
車
線
が
未
設
置

×
 

IC
3 

Va
n 

D
ie

m
 

平
面
線
形
は
設
計
速
度

V
=1

20
km

/h
で
対
応
可
能
で
あ
る
。

橋
梁
の
補
強
が
必
要
で
あ
る
。
縦
断
線
形

N
o.

 A
3
を
参
照

変
速
車
線
長
は

V=
10

0k
m

/h
対
応
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
改
良
が
必
要
。

×
 

付録-4



Ex
pl

an
at

or
y 

N
ot

e-
N

o.
1:

 J
U

N
E 

20
11

添
付

-1
縦
断
計
画
高
の
比
較

 (縦
断
線
形

)

VE
C

 F
/S
の
中
間
報
告
書
と
調
査
団
（
S

T）
に
よ
る
縦
断
計
画
高
の
比
較
を
行
っ
た
。

調
査
団
（
ST
）
に
よ
る
縦
断
計
画
高
は

V=
10

0k
m

/h
と

V
=1

20
km

/h
で
あ
る
。

対
象
区
間
は

Km
18

2+
30

0 ～
Km

21
1+

20
0 の

28
.9

km
の
区
間
と
し
た
。

VE
C
経
由
で

TE
D

Iか
ら
受
け
取
っ
た
縦
断
計
画
高
と
現
地
盤
高
と
の
差
を
以
下
に
示
す
。

VE
C

 P
la

n
ST

 P
la

n(
V=

12
0k

m
/h

)
ST

 P
la

n(
V=

10
0k

m
/h

)
0.

66
m

0.
43

m
0.

42
m

図
　
縦
断
交
点
間
距
離

表
 
現
地
盤
高
と
縦
断
計
画
高
の
差
（
対
象
区
間
平
均
）

図
　
現
地
盤
高
と
縦
断
計
画
高
の
差

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

1.
4

1.
6

1.
8

Km
18

3
Km

18
4

Km
18

5
Km

18
6

Km
18

7
Km

18
8

Km
18

9
Km

19
0

Km
19

1
Km

19
2

Km
19

3
Km

19
4

Km
19

5
Km

19
6

Km
19

7
Km

19
8

Km
19

9
Km

20
0

Km
20

1
Km

20
2

Km
20

3
Km

20
4

Km
20

5
Km

20
6

Km
20

7
Km

20
8

Km
20

9
Km

21
0

Km
21

1

Difference between P.H. and G.H.(m)

VE
C 

Pl
an

ST
 P

la
n(

12
0)

ST
 P

la
n(

10
0)

A1 km
18

2+
90

0
Va

n 
Di

en
 B

rid
ge

A2 km
19

1+
63

0
Bo

x 
Cu

lv
er

t 

A3 km
20

4+
20

0
Va

n 
Di

em
 

P
ag

e 
5 

of
 8

付録-5



E
xp

la
na

to
ry

 N
ot

e-
N

o.
1:

 J
U

N
E

 2
01

1 

P
ag

e 
6 

of
 8

 

添
付

-2
 縦
断
線
形
改
良

km
18

2+
90

0 
Va

n 
D

ie
n 

B
rid

ge
付
近

km
19

1+
63

0 
B

ox
 C

ul
ve

rt
付
近

km
20

4+
20

0 
Va

n 
D

ie
m

 In
te

rc
ha

ng
e
付
近

付録-6












 








 





 


 




 
 


 

 


 







 

 





 
 





 

 





 


 










E
xp

la
na

to
ry

 N
ot

e-
N

o.
1:

 J
U

N
E

 2
01

1 

P
ag

e 
8 

of
 8

 

添
付

-4
 平
面
線
形
改
良
―
線
形
改
良

C
ur

ve
 D

1 
C

ur
ve

 D
2

C
ur

ve
 D

9 
Th

uo
ng

 T
in

 In
te

rc
ha

ng
e
付
近

付録-8



縦断再検討

前回の検討では、嵩上げ高さを最小とすることを目的に縦断検討を行った。その結果と

して、縦断交点間距離が 140mとなった。
一方、V=100km/hでの縦断交点間距離は 250ｍであり、VEC F/Sでは、嵩上高さが大
きくなる。

よって、本検討では、5/27 に提出の縦断交点間距離に特例を設ける提案値 200ｍとした
場合について再度検討を行った。

前回の検討結果の嵩上げ高さを大きく変更しないように縦断交点間距離の見直した結果、

縦断交点間距離は 200ｍまでは可能となった。縦断交点間距離を 250ｍとした場合について
は、VEC F/Sで行われているので、検討を行わない。

今回の検討した内容とVEC F/Sが大きく違う箇所については、添付 1を参照されたい。
比較の結果、延長 約 5.3ｋｍについて、舗装厚が 1/3となる。それにより削減できる舗装
工事費は約 18B VNDとなった。また、本来の目的である圧密沈下への影響の低減、横断
構造物に加わる荷重の低減が可能となる。

全体の縦断計画高の比較については、前回資料の添付 1を更新した。（添付 2）
また、全体のコストについても比較を行ったが、V=120km/h（L=200m）案は、VEC F/S
に比べ約 50B VND安価となった。（添付 3）
参考に縦断図も添付する。（添付 4）
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側道規格の検討 

1. 周辺道路の規格 

対象路線周辺には、同方向の道路が複数ある。各道路の規格および機能を以下に記す。 

表 1-1 周辺道路の規格と要求性能 

道路名 規格 車線数
機能

通行 アクセス

PhapVan-Cau Gie Expressway 6 ◎ ×

Old NR1 Ⅲ 2 ～ 4 ○ △

NR21B Ⅲ～Ⅳ 2 ○ △

NR39 Ⅲ～Ⅳ 2 ○ △

Hanoi City Road Ⅲ 4 ○ ○

PR1 Ⅲ～Ⅴ 2 △ ◎

PR2 Ⅲ～Ⅴ 2 △ ◎

Frontage Road Undecided Undecided × ◎

図 1-1 周辺道路図 
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Phap Van 

Cau Gie 
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anoi City R 
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：National Road 
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2. 側道の交通量 

既往報告書（VEC F/S）における 2030年の側道交通量は 7,102(PCU/day)である。ピーク率を 0.13
と仮定するとピーク時交通量は 923(PCU/h)となる。対象路線周辺には同方向の道路複数あり、VEC 
F/Sにて各道路の交通量が示されていないため詳細な交通量は不明であるが、この交通量は他の路線
で補える値であると考えられる。

表 2-1 側道の将来交通量 

Unit: car conversion/day night

車種
Cau Gie – Thuong Tin Thuong Tin – Phap Van 

2015 2020 2030 2015 2020 2030 
Car 1,047 1,630 3,114 1,047 1,722 3,001 

Small Bus 217 260 430 217 258 387 
Large Bus 367 479 713 367 465 622 

Small Truck 1,412 2,108 2,672 1,374 2,309 2,677 
Large Truck 170 179 173 141 39 41 

Total 3,213 4656 7,102 3,146 4,793 6,728 
Motorcycle 4,917 5,904 7,243 3,235 3,885 4,766 

These data are quoted from VEC F/S Interim Report. 

3. 側道に適する規格 

TVCN4054:2005によると、側道の機能は主要な道路への最低限のアクセスを補償し、沿道住民の
利便性を向上させることにある。そのため側道は通過交通よりも沿道住民の利便性を重視するべきで

ある。沿道住民の利便性や安全性を考慮すると、走行速度が低く交通量が少ない規格の低い道路が適

している。また、前項に示したように対象区間の交通量は、側道を含めなくてもその他の道路で補う

ことができ、通過交通のための機能を持たせる必要性はない。よって、側道は周辺住民の移動のため

のものとし、規格は最も低いグレードⅥと考える。日本の一般的な側道の規格、「ベ」国のグレード

Ⅵの規格およびカウゼーニンビン区間の側道の規格を下記する。

図 3-1 住宅密集地の側道イメージ 

Express way 

Frontage road 

Residence 

Under Pass 

Residence Residence Residence Residence 

High Speed 

Danger

High Speed Danger
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表 3-1 側道の規格 

日本の側道 GradeⅥ CG-NV の側道

Road Grade 3 種 5 級 Ⅵ Ⅵ

Design Speed 30km/h 30km/h 30km/h 

Number of lanes 1 1 1 

Width of lane 3.0m~4.0m 3.5m 3.5m 

Width of shoulder 0.5m 1.5m 1.0m 

4. 設計方針 

上記のように、対象区間の側道はグレードⅥとする。これはカウゼーニンビン区間の側道と同じ規

格でもあり、連続した高速道路網の側道として統一性を確保できる。また、カウゼーニンビン区間の

側道は、車道幅員 3.5m、路肩 1.0m の総幅員 5.5m となっており、対象区間においてもこの規格と

する。なお、側道の設計を行う際には、車両のすれ違いを考慮し待避所の設置も検討する。

Van Dien 側道橋については沿道住民の利便性から必要性が高いとは言えない。仮に両側に側道橋

を設置すると側道に周辺の交通が集中し、沿道住民の利便性を損なう恐れがある。しかし、一連の高

速道路網の側道として連続性を考慮し、片側のみに設置するのが好ましいと考える。なお、側道橋の

設置位置については、沿道住民の利便性を考慮し、周辺に住居が多くある西側とする。

図 4-1 側道の横断構成  

表 4-1 側道延長 

右(西側) 左(東側) 合計

起点 km182+800 km182+950 ― 

終点 km211+300 km206+600 ― 

延長 28,500m 23,650m 52,150m 

5. 施工費 

側道の施工費の比較は、VEC F/S の側道ベーシックデザインが 2011 年 6 月末に提出される予定であ

るため、その資料を入手後に行う。側道幅員を狭くすることにより、施工費及び用地取得費を抑える

ことができる。 

1.0 3.5 1.0

5.5
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TVCN4054:2005 の抜粋

3.1.3 In principles, high- class highways (of category I, II and III) shall not be planned running 
through urban centers. When designing, following considerations should be made: 
- connection between the road with the urban area especially large urban area 
- method for separation of the local traffic, particular from high- class highway in order to 
ensure mobility of the traffic. 
The highway shall ensure two functions, these are: 
- mobility presenting by high speed, cut-down of travel time and safety during traveling 
- accessibility i.e. vehicle can reach the destination favorably. 
These two functions are incompatible. Therefore, it’s necessary to limit accessibility of the 
high-level highway with high traffic volume and long distance in order to ensure mobility; in 
contrast for the low-level highway (of category IV, V, VI) the accessibility shall be ensured.
For the high- level highway, it’s necessary to ensure: 
- separation of the local traffic from the through traffic on the high-level highway. 
-  detour residential area, but taking into consideration of the connection with the urban 
area especially large urban area requiring radial traffic 
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3.4.2   Technical classification is based on function and design traffic volume of the highway in 

the network and stipulated in the Table 3 

Table 3 – Highway Technical Classification according to function and design traffic volume

Design 
categories 

Design traffic 
volume 

(PCU/daily) 

Major functions of highway 

Expressway > 25.000 Arterial road, in compliance with TCVN 5729:1997 

I > 15.000 

 Arterial road, connecting large national economic, political, cultural centers 

National Highway 

II > 6.000 

 Arterial road, connecting large national economic, political, cultural centers 

National Highway 

III > 3.000 

 Arterial road, connecting large national and regional economic, political, 
cultural centers 

National Highway or Provincial Road 

IV > 500 

Highway connecting regional centers , depots, residential areas 

National highways, Provincial road, District roads 

V > 200 Road serving for local traffic. Provincial road, district road, communal road 

VI < 200 District road, communal road 

* These values are for reference. Selection of road classification should base on road function and terrain type. 
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4.6 Frontage road 
4.6.1 Frontage road is the auxiliary road arranged along both sides of the road class I and II, 
has following functions: 
- To prevent traffic (motorized, non-motorized vehicles and pedestrians) from accessing 
freely the road class I and II; 
- To meet the traveling demand of the cited vehicles in local scope  (local traffic) in 
one-way or two- way  (in the scope between the permitted accesses to the road class I and II) 

4.6.2 On the road class I and II, frontage road shall be arranged on the sections having 
significant local traffic such as sections through residential areas, industrial zones, tourism 
landscape, forestry and agricultural farm etc. When it’s impossible to arrange frontage road (in 
staged construction, or having difficulties etc.) provisions in Article 4.6.6 shall be applied. 
Determination of above-mentioned local traffic demand is required surveying, forecasting by 
socio-cultural- economic development plan for each section to be arranged frontage road. 

4.6.3 Frontage road shall be arranged separately from the main roadway of the road class I 
and II. Length of each frontage road (i.e. interval between permitted accesses to the road class I 
and II) is equal or larger than 5 km. Frontage roads can be arranged at both sides of the main 
line and it can be one-way or two-way road each side (in order to facilitate the local traffic). If 
there are frontage roads at both sides of the main line, it’s possible to organize traffic from 
frontage roads by grade- separated underpass or overpass structures (do not cross the main line) 
at the locations of the permitted accesses to the main line only when it’s really necessary. 

4.6.4 Frontage road can be arranged right at the right-of-way of the main road class I and II. 
In this case the ROW shall be in compliance with the existing regulations taking account of the 
boundary of the edge side structure of the frontage road. 

4.6.5 Frontage road is designed by category V and VI (for flat or rolling terrain) but its 
roadbed width can be reduced minimally to 6.0m (if two-way frontage road) and 4.5m (if one-way 
frontage road). Cross-sectional arrangement of the frontage road shall be selected by Design 
consultant depending on the actual requirements. 

4.6.6 As for sections without frontage road, on the road class I and II it’s necessary to arrange 
bicycle and non-motorized vehicles lane on the stabilized part which is separated by guardrail 
with height of at least 0.80m from the road surface. 
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インターチェンジについて 

5/27 の報告書では、設計速度 V=100km/h で 4 車線のアップグレード時における ThuongTin IC(R427)の変速車

線設置とランプ線形の改良、Van Diem IC(R429)の変速車線設置について提案を行った。 

4 車線のアップグレード時には大規模な改良は行わず、6 車線拡幅時に必要な施設を整備することから 4 車線

アップグレード時には、IC の改良は行わず、現在の形状で運用を行う。 

しかし、将来的に 6車線となるため、6車線時の形状を確認するため、インターチェンジ（Phap Van IC, Thuong 

Tin IC, Van Diem IC）について参考として下記の案を作成した。 

ThuongTin IC については、現在、本線線形が設計速度 V=100km/h の特例対応であること、また、変速車線が設

置されていないため、設計速度 V=100km/h での 6車線時の変速車線と料金所を含めた案を作成した。VanDiem IC

については、6車線時の設計速度 V=100km/h、V=120km/h の場合についての案を作成した。 

Attachment List(6 車線拡幅時) 

  ThuongTin IC VanDiem IC 

Option1 Attachment1 
V=100km/h 

標準案 
Attachment3 V=100km/h 

Option2 Attachment2 
V=100km/h 

料金所線形に合わせた案 
Attachment4 V=120km/h 

備考 ・道路用地の確認が必要 

・擁壁等を設置することで、用地内での構築が可能 

・設計速度 V=120km/h では、本線の縦断線形の改良、

VanDiem 橋の補強が必要である。 

PhapVan IC については、料金所の設置はないため、4車線時については VEC F/S 案、6車線時は、環状 3号か

らの 2車線ランプと一般道側からの 1車線の分合流となる案を作成した。 

PhapVan IC 

車線数 添付資料番号 設計速度 備考 

4 車線 Attachment5 V=100km/h VEC F/S 案 

6 車線 Attachment6 V=100km/h 
環状 3号ランプ 2車線、一般道 1車線＝3車線×2（分流・合流）

＝6車線 
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